




  要約:ハイリスク児を持つ家族への育児支援体制について検討することを目的に、大阪

府下における 1994 年出生の極低出生体重児の家庭訪問指導に関するアンケート調査を行

った。大阪府下 38 ケ所の保健所において家庭訪問指導にあたった保健婦は 400 名であり、

未熱児訪問指導は 3582 件と同期間の全未熱児の 81%に実施されていた。そのうち極低出

生体重児の出生把握数は 321名であり、児の死亡や転居を除きはは全例に家庭訪問指導が

実施されていた。しかし、医療機関からの保健所への情報提供が充分であるとの回答は 47%

と低く、児の病状や家族の養育状況、保健所に希望する訪問指導内容などの情報提供の重

嬰性が指摘された。極低出生体重児の健全な発育発達のフォローとその家族への育児支援

のためには、さらに医療機関と保健所との連携を推進することが必要である。


